










(4)図1の草本植物群集についての説明として， 最も適切なものを①～④から1つ選べ。

〇 草本植物群集Aは， 広い葉を茎の比較的低い位置に持つ。

® 草本植物群集Aは， 細長い葉が斜めにつき， 光が植物群集の内部まで届く。

® 草本植物群集Bは， 広い葉を茎の比較的低い位置に持つ。

＠ 草本植物群集Bは， 細長い葉が斜めにつき， 光が植物群集の内部まで届く。
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III 以下の問いに答えよ。

問l ヒトを含む多くのほ乳類の腎臓は体内環境を一定に保つうえで重要なはたらきをする。腎小

体では血しょうをろ過し，原尿を作る。

原尿に含まれるグルコ ー スは，輸送体と呼ばれるタンパク質を介して能動的に再吸収され

る。薬剤Xはこの輸送体に作用し，グルコ ー スの再吸収へ影響する。薬剤Xを投与する前

に，血しょう中のグルコ ー ス濃度と，腎臓全体の糸球体において原尿へろ過されたグルコ ー ス

盤を測定したところ，図1の実線Aのようになった。一方，薬剤Xの投与後，同様に測定し

たところ，それらの関係は図2の実線Bのようになった。また，血しょう中のグルコ ー ス濃

度と再吸収されたグルコ ー ス董の関係は，薬剤Xを投与する前では図lの破線Cのようにな

り，薬剤Xの投与後では図2の破線Dのようになった。

以下の問いでは，グルコ ースは上記の輸送体タンパク質を介してのみ再吸収されるものとし

て解答せよ。なお，薬剤Xは投与後から上記の測定 が終了するまでの間，安定的に作用す

る。
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(1) 薬剤 X の投与前， 1 分間に 100 mgのグルコ ー スが尿中へ排出されるのは，血しょう中の

グルコ ー ス濃度が何 mg/100 mL のときであるか，最も適切なものを0~®から 1 つ選べ。
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